
様式２

　令和６年               ４月               ４日

事業所名 事業所番号

住   所 管理者名

電話番号 対象年度

利用者A：見学に行き、フロア内の人もそれほど多くなく、以前値付けの仕事をしていたことがあるため、自分にも出来そうだと思った。

利用者B：1日立ち仕事だと不安があったが、値付けの作業は座って出来るため、体力的にも続けて行けそうな仕事だと感じた。

利用者C：今の事業所から近く、通期時間もほとんど変わらないため良い。事業所が近いことで何かあった時も心強い。

利用者D：フォークリフトの免許も持っているため活躍出来るかもしれない。将来的に長く働けるのはありがたい。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

企業

4月5月が繁忙期のため、6月頃に体験等が行えるように現場や時期の調整を行っていきたい。

週５日の土日祝日休みで１日6時間程度で求人を検討中。将来的に時間を伸ばすことも考えられる。

得意・不得意もあると思うため、１つの作業から初め、徐々に出来る仕事を増やしていける様にと考えている。

事業所

企業さんの障害者雇用、利用者さんの一般就労、双方に取って良い条件で話が進められるように、ハローワーク、企業さんと連携して行きたい。また、障害者雇用だけでなく、施設外就労や値付け等の作業

の請負なども検討出来ればと考えている。

連携先企業（担当者） 総務部 参与:清水　昇　様　　シニアマネージャー：森　哲也　様

利用者からの意見・評価

0586-83-1188 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞

活動場所：株式会社森本本店　物流センター

実施日程：令和6年3月15日（金）10：00～

概要：障害者雇用を検討している企業さんへの職場見学。

参加者：ハローワーク専門援助部門の職員3名

　　　　他事業所の利用者１名、職員１名

　　　　当事業所利用者4名、職員１名

＜活動の様子＞

商品を企画し、海外で製造したものが物流センターに届き、検

品・販売店さん毎に値付・ピッキングを行い出荷している。

センター内を案内して頂き、実際に値付をしている所を見学、体

験もさせて頂いた。

利用者さんから作業内容や勤務時間などの質問もその場でお答え

頂き、障害者雇用に向け双方の理解を深めることが出来た。
＜目的＞

一般就労に向けて、モチベーションの向上や現場を実際に見て、担当者の方から話を

聞くことで、作業内容や職場の雰囲気などを確認する。

また、企業さんには障害のある方と実際に関わって頂くことで、障害の理解や雇用す

る際の条件などをイメージし易くする。

＜成果＞

当事業所から見学に行った４名からは、体験等を行いたいと前向

きな返答があり、一般就労に向けた意欲の向上に繋がっている。

企業さんからは、4月5月が繁忙期になるため、6月頃に体験が行

えるよう調整していくと返答があった。

ほまれの家　一宮店 2312101708

一宮市せんい１丁目5-18 髙間　司

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書


